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(57)【要約】

【課題】支持梁に対するスタンドの位置ずれを抑制しつ

つ、支持梁の係合部の検査の手間を低減することを目的

とする。

【解決手段】焼結鉱の原料Ｒを搬送しながら焼結させる

焼結用パレットの検査方法であって、焼結用パレット５

０は、原料Ｒが積載されるグレート６０と、搬送方向に

間隔を空けて配置され、グレート６０を支持する複数の

支持梁５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと、隣り合う支持梁５４

Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの係合部５６Ｐが上下方向に直接係

合されるとともに、係合部５６Ｐを保持する一対の被係

合部８２を両端部に有し、隣り合う支持梁５４Ｂ，５４

Ｃ，５４Ｄに架け渡され、グレート６０よりも上方へ突

出する複数の前側スタンド８０Ｆ及び後側スタンド８０

Ｒと、を備え、後側スタンド８０Ｒの一対の被係合部８

２のうち、搬送方向後側の被係合部８２が係合される支

持梁５４Ｄの係合部５６Ｐの摩耗量に基づいて、複数の

支持梁５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの係合部５６Ｐに対する

補修の要否を判定する。

【選択図】図７



(2) JP  2024-11341  A   2024.1.25

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 焼 結 鉱 の 原 料 を 搬 送 し な が ら 焼 結 さ せ る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 焼 結 用 パ レ ッ ト は 、

　 前 記 原 料 が 積 載 さ れ る グ レ ー ト と 、

　 搬 送 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 前 記 グ レ ー ト を 支 持 す る 複 数 の 支 持 梁 と 、

　 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 の 係 合 部 が 上 下 方 向 に 直 接 係 合 さ れ る と と も に 、 該 係 合 部 を 保 持 す

る 一 対 の 被 係 合 部 を 両 端 部 に 有 し 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 に 架 け 渡 さ れ 、 前 記 グ レ ー ト よ り

も 上 方 へ 突 出 す る ス タ ン ド と 、

　 を 備 え 、

　 前 記 ス タ ン ド の 一 対 の 前 記 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方 向 後 側 の 前 記 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る

前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す る 補

修 の 要 否 を 判 定 す る 、

　 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 係 合 部 は 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 か ら 互 い に 相 手 側 へ 向 け て そ れ ぞ れ 突 出 し 、

　 前 記 被 係 合 部 は 、 前 記 係 合 部 が 上 下 方 向 に 係 合 可 能 に 挿 入 さ れ る 凹 状 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 は 、 前 記 係 合 部 に お け る 突 出 方 向 の 先 端 部 の 摩 耗 量 を 含 む 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 係 合 部 の 前 記 先 端 部 の 摩 耗 量 と し て 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 に お け る 前 記 係 合 部 の 前

記 先 端 部 の 間 隔 を 用 い る 、

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 下 記 式 （ １ ） に 基 づ い て 、 複 数 の 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す

る 、

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 。

　 Ｌ － Ｗ ＞ Ｈ × α 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）

　 た だ し 、

　 Ｌ ： ス タ ン ド に お け る 一 対 の 被 係 合 部 の 下 縁 部 間 の 幅

　 Ｗ ： 隣 り 合 う 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 先 端 部 の 間 隔

　 Ｈ ： ス タ ン ド の 一 方 の 被 係 合 部 の 底 側 内 壁 面 と 、 当 該 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係

合 部 の 先 端 部 と の 間 の 最 大 隙 間 （ ＝ Ｗ － Ｔ ）

　 Ｔ ： 一 対 の 被 係 合 部 に よ っ て 形 成 さ れ た ス タ ン ド の 括 れ 部 の 幅

　 α ： 係 数 （ ０ ＜ α ≦ １ ）

　 で あ る 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 ス タ ン ド は 、 搬 送 方 向 に 複 数 設 け ら れ 、

　 複 数 の 前 記 ス タ ン ド の う ち 、 最 も 搬 送 方 向 後 側 の 前 記 ス タ ン ド の 前 記 被 係 合 部 が 係 合 さ

れ る 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す

る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 、

　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 高 炉 の 原 料 と し て の 焼 結 鉱 を 製 造 す る 焼 結 機 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 焼 結 機 は 、 焼 結 鉱 の 原 料 を 搬 送 す る 焼 結 用 パ レ ッ ト と 、 焼 結 用 パ レ ッ ト に 積 載 さ れ た 原

料 の 上 層 に 点 火 す る 点 火 炉 と 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 下 か ら 下 方 へ 空 気 を 吸 引 し 、 原 料 を 上 層

か ら 下 層 へ 向 け て 焼 結 さ せ て シ ン タ ー ケ ー キ を 形 成 す る 吸 引 装 置 と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 焼 結 機 は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト か ら 排 鉱 さ れ た シ ン タ ー ケ ー キ を 案 内 す る ク ラ ッ シ ン

グ ガ イ ド （ ク ラ ッ シ ュ デ ッ キ ） と 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド に よ っ て 案 内 さ れ た シ ン タ ー ケ ー

キ を 破 砕 し 、 焼 結 鉱 を 形 成 す る ク ラ ッ シ ャ ー と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ こ で 、 焼 結 用 パ レ ッ ト に は 、 ス タ ン ド が 設 け ら れ て い る 。 ス タ ン ド は 、 原 料 が 積 載 さ

れ る 焼 結 用 パ レ ッ ト の グ レ ー ト か ら 上 方 へ 突 出 し 、 原 料 の 上 層 に 形 成 さ れ る シ ン タ ー ケ ー

キ の 上 部 を 下 か ら 支 持 す る 。 こ れ に よ り 、 原 料 の 下 層 の 通 気 性 が 確 保 さ れ る た め 、 原 料 の

下 層 の 燃 焼 及 び 焼 結 が 促 進 さ れ る 。 こ の ス タ ン ド は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト か ら シ ン タ ー ケ ー キ

が 排 鉱 さ れ る 際 に 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト を 通 過 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ６ ８ ２ ３ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ７ ９ ７ ５ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 と こ ろ で 、 ス タ ン ド は 、 例 え ば 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 搬 送 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た

複 数 の 支 持 梁 （ フ レ ー ム ） に 架 け 渡 さ れ 、 こ れ ら の 支 持 梁 の 係 合 部 に 、 上 下 方 向 に 係 合 可

能 に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 支 持 梁 の 係 合 部 が 摩 耗 す る と 、 例 え ば 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 傾 き

、 又 は 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 傾 き が 大 き く な り 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 位 置 ず れ

す る 可 能 性 が あ る 。 そ し て 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 位 置 ず れ す る と 、 ス タ ン ド が ク ラ

ッ シ ン グ ガ イ ド の ス リ ッ ト を 通 過 せ ず 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド に 干 渉 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 対 策 と し て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 を 定 期 的 に 検 査 す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し

な が ら 、 全 て の 係 合 部 を 検 査 す る に は 、 手 間 が か か る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 事 実 を 考 慮 し 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 支

持 梁 に お け る 係 合 部 の 検 査 の 手 間 を 低 減 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 は 、 焼 結 鉱 の 原 料 を 搬 送 し な が ら 焼 結 さ せ

る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 で あ っ て 、 前 記 焼 結 用 パ レ ッ ト は 、 前 記 原 料 が 積 載 さ れ る グ

レ ー ト と 、 搬 送 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 前 記 グ レ ー ト を 支 持 す る 複 数 の 支 持 梁 と 、

隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 の 係 合 部 が 上 下 方 向 に 直 接 係 合 さ れ る と と も に 、 該 係 合 部 を 保 持 す る

一 対 の 被 係 合 部 を 両 端 部 に 有 し 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 に 架 け 渡 さ れ 、 前 記 グ レ ー ト よ り も

上 方 へ 突 出 す る ス タ ン ド と 、 を 備 え 、 前 記 ス タ ン ド の 一 対 の 前 記 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方

向 後 側 の 前 記 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の

前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 焼 結 用 パ レ ッ ト は 、 焼 結 鉱 の 原 料

を 搬 送 し な が ら 焼 結 さ せ る 。 こ の 焼 結 用 パ レ ッ ト は 、 グ レ ー ト と 、 複 数 の 支 持 梁 と 、 ス タ

ン ド と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 グ レ ー ト に は 、 焼 結 鉱 の 原 料 が 積 載 さ れ る 。 こ の グ レ ー ト は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 搬 送 方

向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 複 数 の 支 持 梁 に 支 持 さ れ る 。 隣 り 合 う 支 持 梁 に は 、 グ レ ー ト

よ り も 上 方 へ 突 出 す る ス タ ン ド が 架 け 渡 さ れ る 。 ス タ ン ド は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 の 係 合 部 が

上 下 方 向 に 直 接 係 合 さ れ る と と も に 、 当 該 係 合 部 を 保 持 す る 被 係 合 部 を 両 端 部 に 有 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ こ で 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の グ レ ー ト に 積 載 さ れ た 焼 結 鉱 の 原 料 が 焼 結 す る と 、 内 部 に ス

タ ン ド が 埋 設 さ れ た シ ン タ ー ケ ー キ が 形 成 さ れ る 。 こ の シ ン タ ー ケ ー キ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト

が 位 置 す る 排 鉱 部 に お い て 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド 上 に 排 鉱 さ れ る 。 こ の 際 、 グ レ ー ト 上 の

シ ン タ ー ケ ー キ に 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド の 上 端 部 が 干 渉 す る 。 こ の 干 渉 に 伴 っ て 、 シ ン タ

ー ケ ー キ に 埋 設 さ れ た ス タ ン ド の 被 係 合 部 が 、 支 持 梁 の 係 合 部 に 衝 突 す る た め 、 当 該 係 合

部 が 摩 耗 し 易 く な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 支 持 梁 の 係 合 部 の 摩 耗 量 が 所 定 値 以 上 に な る と 、 例 え ば 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 傾

き 、 又 は 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 傾 き が 大 き く な り 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 位 置 ず

れ す る 可 能 性 が あ る 。 そ し て 、 支 持 梁 に 対 し て ス タ ン ド が 位 置 ず れ す る と 、 ス タ ン ド が ク

ラ ッ シ ン グ ガ イ ド の ス リ ッ ト を 通 過 せ ず 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド に 干 渉 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ こ で 、 グ レ ー ト 上 の シ ン タ ー ケ ー キ に 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド の 上 端 部 が 干 渉 し た 場 合

、 ス タ ン ド の 一 対 の 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方 向 前 側 の 被 係 合 部 よ り も 、 搬 送 方 向 後 側 の 被

係 合 部 が 支 持 梁 の 係 合 部 に 衝 突 し 易 い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 ス タ ン ド の 一 対 の 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 が 係

合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否

を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 で は 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ

、 ス タ ン ド の 一 対 の 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方 向 前 側 の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合

部 の 検 査 を 省 略 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 で は 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 支 持 梁 に お

け る 係 合 部 の 検 査 の 手 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検

査 方 法 に お い て 、 前 記 係 合 部 は 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 か ら 互 い に 相 手 側 へ 向 け て そ れ ぞ れ

突 出 し 、 前 記 被 係 合 部 は 、 前 記 係 合 部 が 上 下 方 向 に 係 合 可 能 に 挿 入 さ れ る 凹 状 に 形 成 さ れ

、 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 は 、 前 記 係 合 部 に お け る 突 出 方 向 の 先 端 部 の 摩 耗 量 を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 係 合 部 は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 か ら 互

い に 相 手 側 へ 向 け て そ れ ぞ れ 突 出 す る 。 ま た 、 ス タ ン ド の 両 端 部 の 被 係 合 部 は 、 隣 り 合 う

支 持 梁 の 係 合 部 が 上 下 方 向 に 係 合 可 能 に 挿 入 さ れ る 凹 状 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ こ で 、 支 持 梁 の 係 合 部 に お け る 突 出 方 向 の 先 端 部 の 摩 耗 量 が 所 定 値 以 上 に な る と 、 係

合 部 と 被 係 合 部 と の 上 下 方 向 の 係 合 状 態 が 解 除 さ れ 、 隣 り 合 う 支 持 梁 か ら ス タ ン ド が 脱 落

す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ れ に 対 し て 本 発 明 で は 、 ス タ ン ド の 一 対 の 被 係 合 部 の う ち 、 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部

が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合 部 の 摩 耗 量 と し て 、 当 該 係 合 部 に お け る 突 出 方 向 の 先 端 部 の 摩

耗 量 を 含 む 。 こ の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す

る こ と に よ り 、 支 持 梁 か ら の ス タ ン ド の 脱 落 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検

査 方 法 に お い て 、 前 記 係 合 部 の 前 記 先 端 部 の 摩 耗 量 と し て 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 梁 に お け る
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前 記 係 合 部 の 前 記 先 端 部 の 間 隔 を 用 い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 ス タ ン ド の 一 対 の 被 係 合 部 の う ち

、 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合 部 の 先 端 部 の 摩 耗 量 と し て 、 隣 り 合

う 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 間 隔 を 用 い る 。 つ ま り 、 本 発 明 で は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 に お け る

係 合 部 の 先 端 部 の 間 隔 に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ こ で 、 隣 り 合 う 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 間 隔 が 広 く な る と 、 隣 り 合 う 支 持 梁 か ら ス タ

ン ド が 脱 落 し 易 く な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 前 述 し た よ う に 、 隣 り 合 う 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 先 端 部 の 間 隔

に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明

で は 、 支 持 梁 か ら の ス タ ン ド の 脱 落 を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検

査 方 法 に お い て 、 下 記 式 （ １ ） に 基 づ い て 、 複 数 の 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す る 補 修

の 要 否 を 判 定 す る 。

　 Ｌ － Ｗ ＞ Ｈ × α 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）

　 た だ し 、

　 Ｌ ： ス タ ン ド に お け る 一 対 の 被 係 合 部 の 下 縁 部 間 の 幅

　 Ｗ ： 隣 り 合 う 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 先 端 部 の 間 隔

　 Ｈ ： ス タ ン ド の 一 方 の 被 係 合 部 の 底 側 内 壁 面 と 、 当 該 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係

合 部 の 先 端 部 と の 間 の 最 大 隙 間 （ ＝ Ｗ － Ｔ ）

　 Ｔ ： 一 対 の 被 係 合 部 に よ っ て 形 成 さ れ た ス タ ン ド の 括 れ 部 の 幅

　 α ： 係 数 （ ０ ＜ α ≦ １ ）

　 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 請 求 項 ４ に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 式 （ １ ） に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持

梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の よ う に 式 （ １ ） を 用 い る こ と に よ り 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を

画 一 的 に 判 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 係 数 α は 、 例 え ば 、 次 回 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 ま で の 間 に 、 支 持 梁 か ら ス タ ン

ド が 脱 落 し な い こ と を 担 保 す る も の で あ り 、 例 え ば 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 周 期 や 、 支 持

梁 の 係 合 部 の 摩 耗 速 度 に 基 づ い て 、 ０ ＜ α ≦ １ の 範 囲 で 適 宜 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に 記

載 の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に お い て 、 前 記 ス タ ン ド は 、 搬 送 方 向 に 複 数 設 け ら れ 、 複

数 の 前 記 ス タ ン ド の う ち 、 最 も 搬 送 方 向 後 側 の 前 記 ス タ ン ド の 前 記 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る

前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 前 記 支 持 梁 の 前 記 係 合 部 に 対 す る 補

修 の 要 否 を 判 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 請 求 項 ５ に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 ス タ ン ド は 、 搬 送 方 向 に 複 数 設 け

ら れ る 。 こ れ ら の ス タ ン ド の う ち 、 最 も 搬 送 方 向 後 側 の ス タ ン ド の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る

支 持 梁 の 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合 部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す

る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 前 述 し た よ う に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の グ レ ー ト 上 に 形 成 さ れ た シ ン タ ー ケ ー キ は
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、 排 鉱 部 に お い て ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド 上 に 排 鉱 さ れ る 。 こ の 排 鉱 部 で は 、 先 ず 、 焼 結 用 パ

レ ッ ト が 排 鉱 部 の ス プ ロ ケ ッ ト の 外 周 に 沿 っ て す る 。 こ の 焼 結 用 パ レ ッ ト の 降 下 に 伴 っ て

焼 結 用 パ レ ッ ト が 前 傾 す る た め 、 グ レ ー ト か ら シ ン タ ー ケ ー キ の 搬 送 方 向 前 側 が 徐 々 に 剥

が れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ の た め 、 複 数 の ス タ ン ド の う ち 、 搬 送 方 向 前 側 の ス タ ン ド が シ ン タ ー ケ ー キ か ら 剥 が

れ 、 搬 送 方 向 後 側 の ス タ ン ド に シ ン タ ー ケ ー キ が 保 持 さ れ た 状 態 に な り 易 い 。 こ の 状 態 で

、 シ ン タ ー ケ ー キ に ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド の 上 端 部 が 干 渉 す る と 、 複 数 の ス タ ン ド の う ち 、

搬 送 方 向 前 側 の ス タ ン ド よ り も 搬 送 方 向 後 側 の ス タ ン ド に 、 大 き な 衝 突 荷 重 （ 衝 撃 荷 重 ）

が 入 力 さ れ る 。 こ の 結 果 、 搬 送 方 向 後 側 の ス タ ン ド の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合

部 の 摩 耗 量 が 大 き く な り 易 い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 前 述 し た よ う に 、 複 数 の ス タ ン ド の う ち 、 最 も 搬 送 方 向 後 側 の ス

タ ン ド の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合 部 の 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 複 数 の 支 持 梁 の 係 合

部 に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 で は 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の

位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 搬 送 方 向 前 側 の ス タ ン ド の 被 係 合 部 が 係 合 さ れ る 支 持 梁 の 係 合 部

に 対 す る 検 査 を 省 略 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 で は 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 支 持 梁 に お

け る 係 合 部 の 摩 耗 量 の 検 査 の 手 間 を さ ら に 低 減 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 支 持 梁 に 対 す る ス タ ン ド の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ

つ 、 支 持 梁 に お け る 係 合 部 の 検 査 の 手 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

【 図 １ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト を 備 え る 焼 結 機 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド を ク ラ ッ シ ャ ー 側 か ら 見 た 背 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ る 焼 結 用 パ レ ッ ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ る 焼 結 用 パ レ ッ ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ の ６ － ６ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ６ の ７ － ７ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 変 形 例 を 示 す 図 ４ に 対 応 す る 平 面 図 で あ る

。

【 図 ９ 】 図 ８ の ９ － ９ 線 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 一 実 施 形 態 に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 に つ い て 説 明

す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 焼 結 機 ）

　 図 １ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 が 適 用 さ れ る 焼 結 用 パ レ ッ ト ５

０ を 備 え る ド ワ イ ト ロ イ ド 式 の 焼 結 機 １ ０ が 示 さ れ て い る 。 焼 結 機 １ ０ は 、 高 炉 の 原 料 と

し て の 焼 結 鉱 を 製 造 す る 。 こ の 焼 結 機 １ ０ は 、 一 対 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ と 、 無 端 状

レ ー ル １ ６ と 、 複 数 の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ と 、 床 敷 ホ ッ パ ２ ２ と 、 原 料 装 入 ホ ッ パ ２ ４ と

、 点 火 炉 ３ ０ と 、 吸 引 装 置 ３ ２ と 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ と 、 ク ラ ッ シ ャ ー ４ ６ と を 備

え て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 一 対 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ は 、 水 平 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 一 対

10

20

30

40

50



(7) JP  2024-11341  A   2024.1.25

の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ に は 、 無 端 状 レ ー ル １ ６ が 掛 け 渡 さ れ て い る 。 無 端 状 レ ー ル １

６ は 、 一 対 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ の 上 側 に 配 置 さ れ る 往 路 部 １ ６ Ａ と 、 一 対 の ス プ ロ

ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ の 下 側 に 配 置 さ れ る 復 路 部 １ ６ Ｂ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 無 端 状 レ ー ル １ ６ に は 、 直 列 に 連 結 さ れ た 複 数 の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ が 走 行 可 能 に 設 置

さ れ て い る 。 そ し て 、 一 対 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４ が 所 定 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り 、

複 数 の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ が 無 端 状 レ ー ル １ ６ に 沿 っ て 走 行 （ 周 回 ） す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 一 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ 側 は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ に 焼 結 鉱 の 原 料 Ｒ を 供 給 す る 給 鉱 部

２ ０ と さ れ て い る 。 給 鉱 部 ２ ０ に は 、 床 敷 ホ ッ パ ２ ２ 及 び 原 料 装 入 ホ ッ パ ２ ４ が 設 け ら れ

て い る 。 床 敷 ホ ッ パ ２ ２ は 、 一 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ２ の 上 方 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 床 敷

ホ ッ パ ２ ２ か ら 、 各 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ 上 に 焼 床 鉱 が 供 給 さ れ 、 当 該 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０

上 に 図 示 し な い 床 敷 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 床 敷 ホ ッ パ ２ ２ の 下 流 側 に は 、 原 料 装 入 ホ ッ パ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 原 料 装 入 ホ

ッ パ ２ ４ か ら 、 各 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 床 敷 層 上 に 原 料 Ｒ が 供 給 さ れ る 。 原 料 装 入 ホ ッ パ

２ ４ の 下 流 側 に は 、 点 火 炉 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 点 火 炉 ３ ０ に よ っ て 、 焼 結 用 パ レ

ッ ト ５ ０ 上 に 層 状 に 積 載 さ れ た 原 料 Ｒ の 上 層 に 点 火 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 無 端 状 レ ー ル １ ６ の 往 路 部 １ ６ Ａ の 下 方 に は 、 吸 引 装 置 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 吸 引 装

置 ３ ２ は 、 往 路 部 １ ６ Ａ に 沿 っ て 、 か つ 、 点 火 炉 ３ ０ か ら 他 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ４ に 亘 っ

て 設 け ら れ て お り 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 下 か ら 下 方 へ 空 気 を 吸 引 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 上 層 に 点 火 さ れ た 原 料 Ｒ 内 に 空 気 が 供 給 さ れ る た め 、 上 層 か ら 下 層 へ 向 け

て 原 料 Ｒ の 燃 焼 が 促 進 さ れ る 。 こ の 結 果 、 各 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ 上 の 原 料 Ｒ が 焼 結 し 、 シ

ン タ ー ケ ー キ Ｓ が 形 成 さ れ る 。 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ は 、 直 列 に 連 結 さ れ た 複 数 の 焼 結 用 パ レ

ッ ト ５ ０ に 亘 っ て 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 他 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ４ 側 は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ 上 の 原 料 Ｒ を 焼 結 さ せ た シ ン タ ー ケ

ー キ Ｓ を 排 鉱 さ せ る 排 鉱 部 ４ ０ と さ れ て い る 。 こ の 排 鉱 部 ４ ０ で は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０

が 他 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ４ の 外 周 に 沿 っ て 降 下 す る 。 こ の 際 、 隣 り 合 う 焼 結 用 パ レ ッ ト ５

０ の 間 隔 が 広 く な り 、 こ れ ら の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ に 亘 る シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ が 分 断 さ れ る

。 ま た 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ が 前 傾 し 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ か ら シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ の 搬 送

方 向 前 側 が 徐 々 に 剥 が れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 そ の 後 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ 上 の シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ の 端 部 が 、 他 方 の ス プ ロ ケ ッ ト １ ４

の 斜 め 下 方 に 配 置 さ れ た ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ の 上 部 に 干 渉 す る 。 こ れ に よ り 、 焼 結 用

パ レ ッ ト ５ ０ か ら シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ が 剥 ぎ 取 ら れ 、 当 該 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ が ク ラ ッ シ ン グ

ガ イ ド ４ ２ 上 に 落 下 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ 上 に 落 下 し た シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ は 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ の

傾 斜 部 に 沿 っ て 落 下 し 、 ク ラ ッ シ ャ ー ４ ６ へ 案 内 さ れ る 。 ク ラ ッ シ ャ ー ４ ６ へ 案 内 さ れ た

シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ は 、 ク ラ ッ シ ャ ー ４ ６ に よ っ て 粉 砕 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 焼 結 鉱 が 形 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ こ で 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ に は 、 後 述 す る 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ が 設 け ら れ て い る 。 複

数 の ス タ ン ド ８ ０ は 、 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ に 埋 設 さ れ て い る 。 そ の た め 、 図 ２ に 示 さ れ る よ

う に 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ の 上 部 に は 、 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ が そ れ ぞ れ 通 過 す る 複 数

の ス リ ッ ト ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】
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（ 焼 結 用 パ レ ッ ト ）

　 次 に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト の 構 成 に つ い て 詳 説 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト （ 焼 結 用 パ レ ッ ト 台 車 ） ５ ０ は 、 基 台

５ ２ と 、 グ レ ー ト ６ ０ と 、 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ と 、 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ と を 備 え て

い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 各 図 に 適 宜 示 さ れ る 矢 印 Ｘ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 を 示 し て い る 。 ま

た 、 矢 印 Ｙ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 横 幅 方 向 を 示 し 、 矢 印 Ｚ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の

上 下 方 向 （ 高 さ 方 向 ） を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 ５ ２ は 、 平 面 視 に て 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 基 台 ５

２ は 、 複 数 の 支 持 梁 （ フ レ ー ム ） ５ ４ Ａ ， ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ を 有 し て い る 。 複 数 の

支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ は 、 鋳 鋼 等 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 複 数 の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 横 幅 方 向 （ 矢 印 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ

て 配 置 さ れ る と と も に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 （ 矢 印 Ｘ 方 向 ） に 間 隔 を 空 け て 配

置 さ れ て い る 。 ま た 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ は 、 図 示 し な い リ ブ に よ っ て 連 結 さ

れ て い る 。 こ れ ら の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ に よ っ て 、 グ レ ー ト ６ ０ が 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 グ レ ー ト ６ ０ は 、 床 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の グ レ ー ト バ ー ６ ２ を 有 し て い る 。 複 数 の グ レ

ー ト バ ー ６ ２ は 、 鋳 鋼 等 に よ っ て 棒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向

に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の グ レ ー ト バ ー ６ ２ は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ

の 上 端 部 に そ れ ぞ れ 架 け 渡 さ れ る と と も に 、 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ の 長 手 方 向 （ 矢 印 Ｙ 方

向 ） に 配 列 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 グ レ ー ト ６ ０ の 上 面 は 、 原 料 Ｒ が 層 状 に 積 載 さ れ る 積 載 面 ６ ０ Ａ と さ れ て い る 。 ま た 、

支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ の 長 手 方 向 に 隣 り 合 う グ レ ー ト バ ー ６ ２ の 間 に は 、 隙 間 が 形 成 さ れ

て い る 。 こ れ ら の 隙 間 を 介 し て 、 原 料 Ｒ 内 の 空 気 が 吸 引 装 置 ３ ２ （ 図 １ 参 照 ） に 吸 引 さ れ

る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ は 、 鋳 鋼 等 に よ っ て 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 焼 結 用 パ レ ッ ト

５ ０ の 搬 送 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ は 、 基 台 ５ ２ の

横 幅 方 向 の 両 側 に 設 け ら れ て お り 、 複 数 の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ の 端 部 に 連 結 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 横 幅 方 向

に 互 い に 対 向 す る と と も に 、 グ レ ー ト ６ ０ の 積 載 面 ６ ０ Ａ よ り も 上 方 へ 延 出 し て い る 。 こ

の 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ に よ っ て 、 グ レ ー ト ６ ０ の 積 載 面 ６ ０ Ａ 上 に 積 載 さ れ た 原 料

Ｒ の 落 下 が 抑 制 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ の 外 側 に は 、 複 数 の 車 輪 ７ ２ が 設 け ら れ て い る 。 複 数 の 車 輪

７ ２ は 、 無 端 状 レ ー ル １ ６ （ 図 １ 参 照 ） 上 を 走 行 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ は 、 耐 熱 鋳 鋼 等 に よ っ て 板 状 に 形 成 さ れ て

い る 。 ま た 、 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 横 幅 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置

さ れ る と と も に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 各 ス タ ン ド ８ ０ は 、 本 体 部 ８ ０ Ａ と 、 本 体 部 ８ ０ Ａ の 下 部 に 一

体 に 設 け ら れ た 取 付 部 ８ ０ Ｂ と を 有 し て い る 。 本 体 部 ８ ０ Ａ は 、 厚 み 方 向 か ら 見 て 、 例 え
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ば 、 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 本 体 部 ８ ０ Ａ は 、 グ レ ー ト ６ ０ の 積 載 面 ６ ０ Ａ よ り も 上 方 へ 突

出 し 、 積 載 面 ６ ０ Ａ に 積 載 さ れ る 原 料 Ｒ に 埋 設 さ れ る 。 ま た 、 本 体 部 ８ ０ Ａ は 、 一 対 の サ

イ ド ウ ォ ー ル ７ ０ よ り も 低 く さ れ て い る 。 こ の 本 体 部 ８ ０ Ａ の 上 端 部 に よ っ て 、 原 料 Ｒ の

焼 結 時 に 、 原 料 Ｒ の 上 層 に 形 成 さ れ た シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ の 上 部 が 支 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 こ れ に よ り 、 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ の 上 部 の 重 量 （ 自 重 ） に よ っ て 、 そ の 下 の 原 料 Ｒ の 下 層

が 圧 密 さ れ る こ と が 抑 制 さ れ る 。 こ の 結 果 、 原 料 Ｒ の 下 層 の 通 気 性 が 確 保 さ れ る た め 、 当

該 下 層 の 燃 焼 効 率 が 高 め ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 こ こ で 、 複 数 の ス タ ン ド ８ ０ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 の 中 央 部 及 び 後 部 に 設

け ら れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 各 ス タ ン ド ８ ０ は 、 ４ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ の う ち

、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 後 側 に お け る ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 取 り 付 け ら

れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 な お 、 以 下 で は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 の 中 央 部 に 設 け ら れ た ス タ ン ド ８ ０ を

前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ と し 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 の 後 部 に 設 け ら れ た ス タ ン ド ８

０ を 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ と す る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 複 数 の 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ の 上 端 部 に 架 け 渡 さ れ て

い る 。 ま た 、 複 数 の 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ は 、 複 数 の 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ に 対 す る 焼 結 用 パ

レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 後 側 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ は 、

隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 上 端 部 に 架 け 渡 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 な お 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 す る 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 取

付 構 造 は 、 同 様 と さ れ て い る 。 そ の た め 、 以 下 で は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に 対 す る 後 側

ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 取 付 構 造 に つ い て 説 明 し 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ に 対 す る 前 側 ス タ ン ド

８ ０ Ｆ の 取 付 構 造 の 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 取 付 部 ８ ０ Ｂ は 、 隣 り 合 う 支 持 梁

５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 上 端 部 に 架 け 渡 さ れ て い る 。 こ の 支 持 梁 ５ ４ Ｃ の 上 端 部 は 、 断 面 Ｔ 字 形

状 に 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 上 端 部 は 、 断 面 Ｌ 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ の 上 端 部 に は 、 互 い に 相 手 側 へ 向 け て 突 出 す る 突 出 部 ５ ６ が 設 け

ら れ て い る 。 つ ま り 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ の 上 端 部 に は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 後 側 へ

突 出 す る 突 出 部 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 上 端 部 に は 、 焼 結 用 パ レ ッ

ト ５ ０ の 搬 送 方 向 前 側 へ 突 出 す る 突 出 部 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 突 出 部 ５ ６ は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 長 手 方 向 （ 矢 印 Ｙ 方 向

） に 沿 っ て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ６ で は 、 グ レ ー ト バ ー ６ ２ （ グ レ ー ト ６ ０

） の 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 取 付 部 ８ ０ Ｂ に は 、 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。 一

対 の 被 係 合 部 ８ ２ は 、 取 付 部 ８ ０ Ｂ に お け る 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 （ 矢 印 Ｘ 方 向

） の 前 端 部 及 び 後 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ は 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ を 厚 み 方 向 か ら 見 て 、 互 い に 反 対 側 が 開 口

さ れ た 凹 状 に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 取 付 部 ８ ０ Ｂ の 前 端 部 に 形 成 さ れ た 被 係 合 部 ８ ２

は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 前 側 が 開 口 さ れ た 凹 状 部 と さ れ て い る 。 一 方 、 取 付 部
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８ ０ Ｂ の 後 端 部 に 形 成 さ れ た 被 係 合 部 ８ ２ は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 後 側 が 開 口

さ れ た 凹 状 部 と さ れ て い る 。 こ れ ら の 被 係 合 部 ８ ２ に よ っ て 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 取 付

部 ８ ０ Ｂ に 括 れ 部 ８ ０ Ｋ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ に は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ が 、 上 下 方 向

に 係 合 可 能 に 挿 入 さ れ て い る 。 な お 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 長

手 方 向 に 延 び る 突 出 部 ５ ６ の う ち 、 被 係 合 部 ８ ２ に 挿 入 さ れ 、 当 該 被 係 合 部 ８ ２ と 上 下 方

向 に 係 合 （ 接 触 ） す る 部 位 を 係 合 部 ５ ６ Ｐ と い う 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 被 係 合 部 ８ ２ に お け る 上 側 内 壁 面 ８ ２ Ｕ は 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 上

面 ５ ６ Ｕ と 上 下 方 向 に 直 接 係 合 さ れ る 。 ま た 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ に お け る 下 側 内 壁 面 ８ ２ Ｌ は

、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 下 面 ５ ６ Ｌ が 上 下 方 向 に 直 接 係 合 さ れ る 。 さ ら に 、 被 係 合 部 ８ ２ に お け

る 底 側 内 壁 面 ８ ２ Ｔ は 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 突 出 方 向 （ 矢 印 Ｘ 方 向 ） の 先 端 部 ５ ６ Ｔ と 直 接 係

合 さ れ る 。 こ の 底 側 内 壁 面 ８ ２ Ｔ は 、 上 側 内 壁 面 ８ ２ Ｕ と 下 側 内 壁 面 ８ ２ Ｌ と を 接 続 し て

い る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ を 厚 み 方 向 か ら 見 て 、 下 側 内 壁 面 ８ ２ Ｌ は 、 上 側 内 壁 面 ８ ２ Ｕ よ り

も 短 く さ れ て い る 。 換 言 す る と 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ を 厚 み 方 向 か ら 見 て 、 被 係 合 部 ８ ２

の 下 縁 部 ８ ２ Ｌ １ は 、 被 係 合 部 ８ ２ の 上 側 縁 部 ８ ２ Ｕ １ よ り も 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 中 央

側 に 位 置 し て い る 。 こ れ ら の 上 側 内 壁 面 ８ ２ Ｕ と 下 側 内 壁 面 ８ ２ Ｌ と の 間 で 、 係 合 部 ５ ６

Ｐ が 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 上 面 ５ ６ Ｕ に 被 係 合 部 ８ ２ の 上 側 内 壁 面 ８ ２ Ｕ が 係 合 （ 載 置 ） し た 状 態

で 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 下 面 ５ ６ Ｌ と 下 側 内 壁 面 ８ ２ Ｌ と の 間 に は 、 隙 間 （ 遊 び ） Ｇ が 形 成 さ

れ る 。 つ ま り 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 取 付 部 ８ ０ Ｂ は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に

上 下 方 向 に 相 対 変 位 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ が 、 ス タ ン ド ８ ０ の 被 係

合 部 ８ ２ に 上 下 方 向 に 直 接 係 合 可 能 と さ れ て い る 。 こ こ で い う 「 直 接 係 合 」 と は 、 例 え ば

、 係 合 部 ５ ６ Ｐ と 被 係 合 部 ８ ２ と の 間 に イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン ピ ー ス が 介 在 し な い こ と を 意

味 す る 。 イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン ピ ー ス は 、 ス タ ン ド ８ ０ か ら 支 持 梁 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ へ の 熱 伝

達 を 抑 制 す る 鋼 材 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 こ こ で 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ を 取 り 付 け る 際 に は 、 隣

り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 長 手 方 向 の 一 端 側 に お い て 、 各 々 の 突 出 部 ５ ６ を 、 後 側 ス

タ ン ド ８ ０ Ｒ の 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５

４ Ｄ の 突 出 部 ５ ６ に 沿 っ て 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ を ス ラ イ ド さ せ る 。 こ れ に よ り 、 隣 り 合 う

支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 突 出 部 ５ ６ の 所 定 部 （ 係 合 部 ５ ６ Ｐ ） に 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の

取 付 部 ８ ０ Ｂ が 着 脱 可 能 （ 交 換 可 能 ） に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 な お 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 突 出 部 ５ ６ に は 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ だ け で な

く 、 グ レ ー ト バ ー ６ ２ も 取 り 付 け ら れ る 。 そ の た め 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 厚 み 方 向 （ 矢

印 Ｙ 方 向 ） の 両 側 に は 、 グ レ ー ト バ ー ６ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 グ レ ー ト バ ー ６ ２ に は 、 後

側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ と 同 様 に 被 係 合 部 が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

（ 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 ）

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 焼 結 用 パ レ ッ ト の 検 査 方 法 （ 点 検 方 法 ） の 一 例 に つ い て 説 明 す

る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に は 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０
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Ｒ の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 。 そ の た め 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ が 摩 耗

す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 前 述 し た よ う に 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ 上 に 形 成 さ れ た シ ン タ ー

ケ ー キ Ｓ が 、 排 鉱 部 ４ ０ に お い て ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ （ 図 １ 参 照 ） 上 へ 排 鉱 さ れ る 際

に 、 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ に ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ の 上 端 部 が 干 渉 す る 。 こ の 干 渉 に 伴 っ て

、 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 し て 被 係 合 部 ８ ２ が 衝 突 す る た め 、 当 該 係 合 部 ５ ６ Ｐ が 摩 耗 し 易 く な

る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 が 所 定 値 以 上 に な る と 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 し て 前 側 ス タ

ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 傾 き 、 又 は 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 す る 前 側 ス タ

ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 傾 き が 大 き く な り 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 し て

前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 位 置 ず れ す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 そ し て 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 し て 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が

位 置 ず れ す る と 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２

の ス リ ッ ト ４ ４ を 通 過 せ ず 、 ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ に 干 渉 す る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、

係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 が 大 き く な る と 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ か ら 前 側 ス

タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 脱 落 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 こ の 対 策 と し て 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 取 り 付 け ら れ た ３ 本 の

支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ を 定 期 的 に 検 査 す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 ３

本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に お い て 、 全 て の 係 合 部 ５ ６ Ｐ を 検 査 す る に は 手 間 が か か る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 こ こ で 、 前 述 し た よ う に 、 排 鉱 部 ４ ０ で は 、 先 ず 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ が 排 鉱 部 ４ ０ の

ス プ ロ ケ ッ ト １ ４ の 外 周 に 沿 っ て 降 下 す る 。 こ の 降 下 に 伴 っ て 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ が 前 傾

す る た め 、 グ レ ー ト ６ ０ か ら シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ の 搬 送 方 向 前 側 が 徐 々 に 剥 が れ る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 そ の た め 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ が シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ か ら 剥 が れ 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ に

シ ン タ ー ケ ー キ が 保 持 さ れ た 状 態 に な り 易 い 。 こ の 状 態 で 、 シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ に ク ラ ッ シ

ン グ ガ イ ド ４ ２ の 上 端 部 が 干 渉 す る と 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ よ り も 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ に

、 大 き な 衝 突 荷 重 （ 衝 撃 荷 重 ） が 入 力 さ れ る 。 こ の 結 果 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 被 係 合 部

８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 が 大 き く な り 易 い 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 さ ら に 、 排 鉱 部 ４ ０ に お い て 、 グ レ ー ト ６ ０ 上 の シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ に ク ラ ッ シ ン グ ガ イ

ド ４ ２ の 上 端 部 が 干 渉 し た 場 合 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ に お け る 一

対 の 被 係 合 部 ８ ２ の う ち 、 搬 送 方 向 前 側 の 被 係 合 部 ８ ２ よ り も 、 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部

８ ２ が 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 衝 突 し 易 い 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 一 対 の 被 係 合

部 ８ ２ の う ち 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５

４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ を 検 査 対 象 と す る 。 そ し て 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 に

基 づ い て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。

　 　 　

【 ０ ０ ９ １ 】

　 ま た 、 グ レ ー ト ６ ０ 上 の シ ン タ ー ケ ー キ Ｓ に ク ラ ッ シ ン グ ガ イ ド ４ ２ の 上 端 部 が 干 渉 し

た 場 合 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 搬 送 方 向 前 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｃ の

係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 は 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ

る 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ と 比 較 し て 少 な い 。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 梁 ５

４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 と し て 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先
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端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ を 用 い る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 具 体 的 に は 、 先 ず 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ か ら グ レ ー ト バ ー ６ ２ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０

Ｒ を 取 り 外 す 。 次 に 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お い て 、

対 向 す る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ を そ れ ぞ れ 測 定 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に ４ つ の 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ （

図 ４ 参 照 ） が 取 り 付 け ら れ る 。 そ の た め 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お い て 、 対 向

す る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ を ４ 箇 所 測 定 す る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 そ し て 、 測 定 し た ４ 箇 所 の 間 隔 Ｗ の 少 な く と も １ つ が 下 記 式 （ １ ） を 満 た す 場 合 、 ３ 本

の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 補 修 が 必 要 と 判 断 す る 。 一 方 、 測 定 し た ４ 箇 所

の 間 隔 Ｗ の 全 て が 下 記 式 （ １ ） を 満 た さ な い 場 合 は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合

部 ５ ６ Ｐ の 補 修 が 不 要 と 判 断 す る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 Ｌ － Ｗ ＞ Ｈ × α 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）

　 た だ し 、

　 Ｌ ： 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ に お け る 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ の 下 縁 部 ８ ２ Ｌ １ 間 の 幅

　 Ｗ ： 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔

　 Ｈ ： 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 一 方 の 被 係 合 部 ８ ２ の 底 側 内 壁 面 ８ ２ Ｔ と 、 当 該 被 係 合 部 ８

２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｃ （ 又 は 支 持 梁 ５ ４ Ｄ ） の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ と 、 の

間 の 最 大 隙 間 （ ＝ Ｗ － Ｔ ）

　 Ｔ ： 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ に よ っ て 形 成 さ れ た 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 括 れ 部 ８ ０ Ｋ の 幅

　 α ： 係 数 （ ０ ＜ α ≦ １ ）

　 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 こ こ で 、 係 数 α は 、 例 え ば 、 次 回 の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 検 査 ま で の 間 に 、 支 持 梁 ５ ４

Ｃ ， ５ ４ Ｄ か ら 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 脱 落 し な い こ と を 担 保 す る も の で あ り 、 焼 結 用 パ レ

ッ ト ５ ０ の 検 査 周 期 や 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 速 度 に 基 づ い て 、 ０

＜ α ≦ １ の 範 囲 で 適 宜 設 定 さ れ る 。 こ の 係 数 α は 、 例 え ば 、 ０ ． ５ ≦ α ＜ １ ． ０ が 好 ま し

く 、 ０ ． ６ ≦ α ≦ ０ ． ９ が よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 補 修 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 部 に 肉 盛 溶 接 を 施 す 。

こ の 際 、 肉 盛 溶 接 の 溶 接 金 属 の 常 温 ビ ッ カ ー ス 硬 さ を 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 母 材 の 常 温 ビ ッ カ

ー ス 硬 さ よ り 大 き く し て も 良 い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

（ 作 用 ）

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 前 述 し た よ う に 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２ の う ち 、

搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 に 基 づ い

て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 す る 前 側 ス タ ン ド ８ ０

Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ の 一 対 の 被 係 合

部 ８ ２ が 係 合 さ れ る ２ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 検 査 を 省 略 す る

こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 す る 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及

び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 一 対 の 被 係 合 部 ８
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２ の う ち 、 搬 送 方 向 前 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｃ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 検 査

を 省 略 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に 対 す る 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ

及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 位 置 ず れ を 抑 制 し つ つ 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部

５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 の 検 査 の 手 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 ま た 、 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 が 所 定 値 以

上 に な る と 、 係 合 部 ５ ６ Ｐ と 被 係 合 部 ８ ２ と の 上 下 方 向 の 係 合 状 態 が 解 除 さ れ 、 支 持 梁 ５

４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ か ら 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 脱 落 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 こ れ に 対 し て 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に お け る 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩

耗 量 に 基 づ い て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 支

持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ か ら の 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ 及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 脱 落 を 抑 制 す る

こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 こ こ で 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 取 り 付 け ら れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お い て 、 係 合 部

５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ が 広 く な る と 、 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ か ら 後 側 ス タ ン ド ８

０ Ｒ が 脱 落 し 易 く な る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 と し て

、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ を 用 い る

。 つ ま り 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ

に 基 づ い て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る

。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ か ら の 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ

及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 脱 落 を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 式 （ １ ） に 基 づ い て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係

合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 す る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 こ の よ う に 式 （ １ ） を 用 い る こ と に よ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４

Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 画 一 的 に 判 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ０ 】

（ 変 形 例 ）

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支

持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 と し て 、 隣 り 合 う 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に お け る 係 合

部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 Ｗ を 用 い た 。 し か し 、 上 記 実 施 形 態 は 、 間 隔 Ｗ を 用 い ず に

、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 を 測 定 し 、 当 該 摩 耗 量 に 基 づ い て

、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ に 対 す る 補 修 の 要 否 を 判 定 し て も 良 い 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 な お 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 は 、 例 え ば 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ

の 突 出 部 ５ ６ の 先 端 部 に 対 す る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量 と し て 測 定 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 摩 耗 量

を 測 定 し た 。 し か し 、 例 え ば 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 上 面 ５ ６ Ｕ 又 は 下 面

５ ６ Ｌ の 摩 耗 量 が 所 定 値 以 上 に な る と 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に 対 し て 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 傾 き

10

20

30

40

50



(14) JP  2024-11341  A   2024.1.25

、 又 は 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に 対 す る 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ の 傾 き が 大 き く な り 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に 対

し て 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 位 置 ず れ す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 そ の た め 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ に お け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 上 面 ５ ６ Ｕ 及 び 下 面 ５ ６ Ｌ の 少 な く と

も 一 方 の 摩 耗 量 を 測 定 し 、 測 定 し た 摩 耗 量 に 基 づ い て 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｂ ～ ５ ４ Ｄ に お

け る 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 補 修 の 要 否 を 判 定 し て も 良 い 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ に は 、 搬 送 方 向 に 複 数 の 前 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｆ

及 び 後 側 ス タ ン ド ８ ０ Ｒ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 し か し 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ に は 、 搬 送

方 向 に 少 な く と も １ つ の ス タ ン ド ８ ０ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 例 え ば 、 図 ８ に 示 さ れ る 変 形 例 で は 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ か ら 支 持 梁 ５ ４ Ｂ が 省 略 さ れ

て い る 。 つ ま り 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ， ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ を 有 し て

い る 。 そ し て 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送 方 向 の 後 部 に 、 ス タ ン ド ８ ０ が 取 り 付 け ら れ て

い る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 具 体 的 に は 、 ３ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ａ ， ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の う ち 、 焼 結 用 パ レ ッ ト ５ ０ の 搬 送

方 向 後 側 に お け る ２ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に ス タ ン ド ８ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 こ の 変 形 例 で は 、 例 え ば 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ス タ ン ド ８ ０ の 一 対 の 被 係 合 部 ８ ２

の う ち 、 搬 送 方 向 後 側 の 被 係 合 部 ８ ２ が 係 合 さ れ る 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量

に 基 づ い て 、 ２ 本 の 支 持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 補 修 の 要 否 が 判 定 さ れ る 。 こ

の 際 、 支 持 梁 ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 摩 耗 量 と し て 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 隣 り 合 う 支

持 梁 ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ の 係 合 部 ５ ６ Ｐ の 先 端 部 ５ ６ Ｔ の 間 隔 を 用 い て も 良 い 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ う し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ

る も の で な く 、 一 実 施 形 態 及 び 各 種 の 変 形 例 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 用 い て も 良 い し 、 本 発 明

の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 な る 態 様 で 実 施 し 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ２ ０ 】

５ ０ 　 　 　 焼 結 用 パ レ ッ ト

５ ４ Ｂ 　 　 支 持 梁

５ ４ Ｃ 　 　 支 持 梁

５ ４ Ｄ 　 　 支 持 梁

５ ６ Ｐ 　 　 係 合 部

５ ６ Ｔ 　 　 先 端 部

６ ０ 　 　 　 グ レ ー ト

８ ０ 　 　 　 ス タ ン ド

８ ０ Ｆ 　 　 前 側 ス タ ン ド （ ス タ ン ド ）

８ ０ Ｒ 　 　 後 側 ス タ ン ド （ ス タ ン ド ）

８ ０ Ｋ 　 　 括 れ 部

８ ２ 　 　 　 被 係 合 部

８ ２ Ｌ １ 　 下 縁 部

Ｒ 　 　 　 　 原 料
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



(17) JP  2024-11341  A   2024.1.25

【 図 ９ 】
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